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新
年
あ
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、す
が
す
が
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、町
行
政
の
推
進
に
格
段
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
10
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、

み
な
さ
ま
の
力
強
い
ご
支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
に
よ

り
、２
期
連
続
の
無
投
票
当
選
の
栄
に
浴
し
、引
き
続

き
町
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
、こ
の
２
期
８
年
間
、町
民
の
み
な
さ
ま
の
幸

せ
を
第
一
に
考
え
、安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
に
、誠
心
誠
意
、努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

次
の
４
年
間
も
、引
き
続
き
、誠
実
で
信
頼
さ
れ
る

行
政
の
実
現
に
向
け
、み
な
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る

べ
く
、全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

取
り
分
け
、保
護
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
多
く
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
学
童
保
育
の
定
員
拡
大
に
つ
き

ま
し
て
は
、現
教
育
委
員
会
庁
舎
全
体
を
学
童
保
育
専

用
に
改
修
を
進
め
る
た
め
、昨
年
の
12
月
議
会
で
設
計

費
を
予
算
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、新
年
度
予
算
に
整

備
工
事
費
等
を
計
上
し
、今
年
の
夏
休
み
に
向
け
、学

童
保
育
を
希
望
す
る
全
て
の
方
に
対
応
で
き
る
よ
う

　

今
後
は
、各
地
区
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、緊
急
雇

用
創
出
事
業
に
よ
り
山
裾
の
木
々
伐
採
・
搬
出
を
進

め
、農
地
と
の
間
に
緩
衝
帯
を
設
け
る
と
と
も
に
、猟

友
会
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
有
害
鳥
獣

の
駆
除
対
策
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
済
状
況
の
厳
し
い
中
、町
政
は
順
調
に
推
移
し
て

お
り
ま
す
が
、さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
推

進
し
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
各
種
施
策
を
講
じ
、活
気
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
高
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、一
段
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、み
な
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、高
齢
者
の

た
め
の
介
護
や
医
療
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
高
齢
化

対
策
の
充
実
に
努
め
て
来
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、地
域
小
売
店
の
閉
店
や
町
内
を
車
で
巡
回
す
る
移

動
販
売
業
者
の
撤
退
に
よ
り
、高
齢
者
に
と
っ
て
食
料

品
や
日
用
品
の
購
入
に
苦
慮
さ
れ
る
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
買
い
物
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
の
も

自
治
体
の
大
切
な
仕
事
で
あ
る
と
考
え
、民
間
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、買
い
物
弱
者
対
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、農
作
物
へ
の
被

害
が
深
刻
化
し
て
お
り
、電
気
柵
等
の
設
置
に
助
成
を

継
続
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、一
向
に
被
害
が
減
少

せ
ず
、対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

究
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
関
西
広
域
連
合
に
、昨
年
和

歌
山
県
も
参
加
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。関
西
広
域
連

合
と
は
、分
権
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、地
方
分
権
改
革

の
突
破
口
を
開
き
、国
と
地
方
の
二
重
行
政
を
解
消
す

る
こ
と
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て
、新
た
に
設
立
さ
れ
た

特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
。関
西
に
お
け
る
広
域
行
政

を
展
開
す
る
こ
と
で
、東
南
海
・
南
海
地
震
発
生
に
備

え
た
広
域
防
災
体
制
の
整
備
や
広
域
的
な
救
急
医
療
連

携
の
充
実
等
、住
民
の
安
全
や
安
心
が
計
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、私
た
ち
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、状
況
を

見
す
え
な
が
ら
、役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。私
ど
も
議
会
議
員
と
い
た
し
ま
し
て
も
、よ
り

一
層
の
資
質
能
力
の
向
上
に
努
め
、研
鑽
を
積
む
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、本
年
も
町
議
会
に
対
し
、よ
り
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、み

な
さ
ま
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
平
成
23
年
の
新
春
を
迎
え
、町
議
会

を
代
表
し
て
、謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、平
素
よ
り
町
議
会
活
動
に

深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、昨
年
和
歌
山
県
町
村
議

会
議
長
会
副
会
長
に
就
任
し
、郷
土
の
更
な
る
発
展
の

た
め
、取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、平
成
15
年
に
設
置
さ
れ
、関
西
分
権
改
革
研

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

日高町長

中  善 夫

日高町議会議長

一 松 輝 夫
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文化の祭典とイベントでにぎわう
　　  －町文化展・ふれあい祭－
　11月13日（土）・14日（日）、日高町農村環境改
善センター周辺で、第34回町文化展と第14回町ふ
れあい祭が開催され、多くの家族連れらがイベント
や作品の発表などを楽しみました。

　会場となった農改センターでは、絵画、写真、短歌、
生け花、盆栽、手芸、書道などの力作が展示されたほ
か、黒竹民芸品の作品作り体験コーナーが設けられ、
子供らがチャレンジ。公民館では、歌謡、民謡、舞踊、
詩吟などの芸能発表会があり、日頃の練習の成果を
発表されました。
　また、屋外ではテント市や花市、射的銃や輪投げな
どのゲームコーナーがあったほか、プロのジャグリ
ングショー、ラムネの早飲み競争、大豆早移し競争、
ビンゴゲームなども行われ、大いににぎわいました。

古道沿いに響いた太鼓の音色
－原谷・黒竹と古道まつり－
　11月3日（水）、原谷地区で同区主催による「黒竹と古
道まつり」が開催され、多くの来場者でにぎわいました。

　会場となった内原保育所の園庭では、来場者に「芋茶
粥」が無料で振る舞われたほか、うどんやフランクフルト
の軽食コーナーも設置。遊びのコーナーでは、ダーツゲー
ム、わなげ、ヨーヨーつり、落花生つかみ取りなどの各
コーナーに親子連れらが行列をつくりました。
　また、子どもたちによるダンスやビンゴゲーム、さらに
は天音太鼓の演奏が催されるなど、いにしえの風情漂う
古道沿いに太鼓と歓声が響き渡っていました。
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6年生最後の試合
－ジュニアバレーボール－

　10月31日（日）、第31回県下小学生バレーボー
ル選手権大会日高地方予選大会が、御坊市立体育
館などで開催され、14チームが参加して熱戦を
展開しました。

　日高町からも、内原ジュニアと日高VBCの2チー
ムが出場。内原は、2敗して予選リーグ敗退とな
りましたが、日高は1勝1敗で勝ち上がり、県代表
決定戦へ。
　決定戦では、県下ナンバーワンの強豪南部と対戦。
日高は、粘りを見せましたが、惜しくも敗れました。

－少　年　野　球－
　11月6日（土）に、第13回JAグリーン日高旗争
奪少年野球大会の決勝戦が、日高町若もの広場で
開催され、内原少年と志賀少年の町内対決は、内原
に軍配が上がりました。
 
　0対0で迎えた3回、内原は先頭打者が左前安打
で出塁すると、すかさず2盗を決め、次打者の右中
間へポトリと落ちる安打の間に先制の本塁を踏み
ました。さらに、2死走者なしから右前への安打
と敵失の間に打者走者が生還して2点目。7回に
も本塁打で1点を追加しました。
　一方、志賀は6回2死3塁から左前適時打で1点を返
し、7回には四球と安打で2死満塁と攻めたてました
が、あと1歩およばず、内原が優勝を飾りました。
　大会には、由良、日高、美浜の3町から7チームが
出場し、熱戦が展開されました。

内原少年野球クラブ

志賀少年野球クラブ

武内くんが準優勝！（個人戦）
　　　　－日高町少年柔道大会－
　10月31日(日)、第26回日高町少年柔道大会が、町
立武道館で開催されました。

　大会には、日高管内から8団体13チーム、126人
が参加して、団体戦・個人戦それぞれで熱戦が展開さ
れました。
　応援に駆けつけた保護者らの熱い声援を受け、日
高町柔道教室の武内祐乙くんが、小学男女3年生の部
で準優勝を飾りました。
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地球温暖化防止を学び、風車を見学
　　　　　    －内原小6年生児童－
　11月17日（水）、内原小学校（田端正幸校長）の6年生
児童45人が、田杭地内の「日の岬ウィンドパーク」を訪
れ、地球温暖化について学ぶとともに風力発電の風車を
見学しました。

　まず勉強会として、安藤建設㈱新エネルギー関連部の
畝本課長が、地球温暖化になる仕組みや、温暖化による
影響などについて説明。児童らは、班に分かれて「生活に
欠かせないもの」や「電気や石油がなかったら使えない
もの」を相談しながら紙に書き出し発表し合うと、改め
て電気などのエネルギーが自分たちの生活にはなくて
はならないものだ、ということを認識した様子でした。
　さらには、風力発電の仕組みや日の岬ウィンドパークの
発電量が年間600万kWhで、一般家庭の1300軒分くらい
が消費する電力量を生み出すことなども学びました。
　まとめとして、「みんなで出来る温暖化対策」について
意見を出し合うと、「リサイクル」「水をこまめに止める」
「冷蔵庫を開けっ放しにしない」「ゲームをする時間を短
くする」などの意見が出され、畝本課長からも「是非みな
さんで、実行して欲しい」と呼びかけがありました。

　その後、風車のところまで移動した児童らは、風車を
見上げて「高いなぁ」「おっきい～！」と、全長119m、羽
根の直径82mの大きさに驚きの声を上げていました。
　児童代表の4人が、風車のタワー（支柱）の中に入り、階
段とエレベーターを使って高さ約80mのタワー先端部
まで登り、高さを実感。代表のひとり山本柊くんは、登る
前に「寒いし怖いし、震えてくる」と話していましたが、登
り終え降りてくると「すっごく高くて、（景色が）よく見え
た」。一緒に登った熊代至くんも「風が強かったけど、いい
眺め」と二人ともご満悦の表情でした。
　最後に、木を植えることも温暖化防止対策のひとつと
いうことで、みんなでイチョウを記念植樹しました。

練習の成果を発表
 －志賀小・内原小で校内音楽会－
　11月17日（水）、志賀小学校（寒川正美校長）
で校内音楽会が開催され、全校児童165人が保
護者らの前で、歌や合奏を披露しました。

　児童全員による「さあ・はじめよう」の歌を
皮切りに、学年ごとに練習の成果を発表。計16
曲のそろった歌声や演奏に、訪れた保護者らは
聴き入り、大きな拍手を送っていました。
　また、19日（金）には内原小学校でも校内音
楽会が開かれ、児童らの発表のほか、育友会の
お母さん方によるコーラスも披露され、音楽会
に花を添えました。
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湯浅から紀伊内原までを歩く
　　 －熊野古道ハイキング－
　11月20日（土）、熊野古道キャンペーン推進
連絡会主催によるリレーウォーク「聖なる森・
熊野古道を歩く」が開催され、120人のハイ
カーがJR湯浅駅から紀伊内原駅までの約17
キロを7時間かけて踏破しました。

　この日のコースは、同連絡会が設定した全
25コースの内の紀伊路ルートのひとつ。参加
者らは4つのグループに別れて、午前9時半に
湯浅駅を出発。途中、広川町の地蔵寺で昼食タ
イムをとった後、「後鳥羽院熊野御幸記」に“崔
嵬（さいかい）の険阻”との記述がある鹿ヶ瀬峠
の急な峠道を登り、熊野古道で現存する最長の
石畳道を下りました。
　道中の王子跡や史跡などでは、「日高町語り
部の会」会員らが説明や伝説などを披露し、参
加者らをいにしえの世界に導いていました。

むかしの遊びで地域の人々とふれあう
　　　　　  　　 －比井小まつり－
　11月18日（木）、比井小学校（木村泰史校長）で毎年恒
例の比井小まつりが開催され、全校児童69人が地域の
人々約100人とふれあいました。

　まず、歌の合唱やジャンケン・ゲームでふれあった後、
班に分かれて地域の人たちから、お手玉やあやとり、ゴ
ム鉄砲、コマまわし、竹馬、ゴムとびなど昔の遊びを教わ
りながら体験。
　その後、各学年による出し物で地域の人たちをもてな
すなどして、楽しみました。
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新
春
恒
例
の
消
防
団
訓
練
出
初
式

は
、１
月
５
日（
水
）午
前
10
時
か
ら

日
高
町
若
も
の
広
場（
雨
天
の
場
合
、

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）で
、婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
の
参
加
を
得
て
挙
行

し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、多
年
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る

団
員
や
団
体
が
、日
高
町
長
、和
歌
山

県
消
防
協
会
総
裁
、和
歌
山
県
消
防

協
会
日
高
郡
支
部
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
す
。ま
た
、退
団
者
に
対
し
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

　

出
初
式
に
お
い
て
表
彰
、感
謝
状

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、次
の
方
々
で

す
。（
敬
称
略
）

◎
日
高
町
長
表
彰

▽
35
年
勤
続
表
彰=

鍵
本
元
雄
（
副

団
長
）

▽
結
成
30
年
表
彰=

比
井
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

▽
20
年
勤
続
表
彰=

早
稲
田
淳
一

（
第
１
分
団
班
長
）、田
村
修
一（
第

１
分
団
員
）、野
村
浩
一（
第
１
分
団

員
）

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
日
高
郡
支
部

長
表
彰

▽
10
年
勤
続
表
彰=
寺
井
秀
則（
第

２
分
団
員
）、津
村
佳
秀（
第
２
分
団

員
）、鈴
木
章
吾（
第
２
分
団
員
）

◎
退
団
者

▽
平
見
均（
第
１
分
団
長
）、野
尻
勇

次（
第
２
分
団
長
）、田
中
司（
第
３
分

団
長
）、西
平
卓
也（
第
１
分
団
班
長
）、

楠
岡
崇（
第
１
分
団
員
）、仲
田
次
男

（
第
１
分
団
員
）、酒
井
能
浩（
第
１
分

団
員
）

　

な
お
、１
月
５
日
午
前
８
時
に
消

防
団
員
招
集
の
た
め
、防
災
行
政
無

線
に
よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

の
で
、火
災
・
そ
の
他
の
災
害
と
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
式
典
終
了
後
、萩
原
地
区
の

奥
山
池
付
近
で
放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

◎
平
成
22
年
度
新
入
団
員

▽
石
橋
圭
介（
第
１
分
団
員
）、松
本

健
児（
第
１
分
団
員
）、天
満
潔（
第

１
分
団
員
）、清
水
秀
樹（
第
３
分
団

員
）

日
高
町
消
防
団

訓
練
出
初
式

１
月
５
日（
水
）

　
　
日
高
町
若
も
の
広
場

力
関
係
を
深
め
よ
う
と
す
る
制
度

で
す
。

　

昨
年
の
実
施
状
況
は
、次
の
と
お

り
で
す
。

・
公
文
書
開
示
請
求
件
数
…
０
件

・
公
文
書
開
示
請
求
に
関
す
る
決
定
状
況
…
０
件

・
不
服
申
立
て
の
件
数
…
０
件

　

ま
た
、「
個
人
情
報
保
護
制
度
」は
、

町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
を

図
る
た
め
の
適
正
な
手
続
き
な
ど

を
定
め
た
制
度
で
、自
分
の
個
人
情

報
の
開
示
や
個
人
情
報
の
訂
正
、利

用
停
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

平
成
22
年
11
月
末
現
在
の
実
施
状

況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
開
示
請
求
件
数
…
０
件

・
訂
正
請
求
お
よ
び
利
用
停
止
等
の
受
付
件
数
…

０
件

　
「
情
報
公
開
制
度
」は
、町
が
保
有

す
る
情
報（
公
文
書
等
）を
み
な
さ

ま
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す

る
こ
と
で
、よ
り
開
か
れ
た
町
政
を

推
進
し
、み
な
さ
ま
と
の
信
頼
・
協

情
報
公
開
制
度
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
制
度

の
実
施
状
況
を

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

昨年の出初式の様子
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１
月
30
日（
日
）は
、

　

日
高
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

　

平
成
23
年
２
月
12
日
任
期
満
了
に

伴
う
日
高
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

１
月
25
日
に
告
示
、１
月
30
日
に
投
・

開
票
を
行
い
ま
す
。

　

町
議
会
は
、住
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
町
の
最

高
議
決
機
関
で
す
。毎
年
４
回
招
集

さ
れ
る
定
例
会
と
必
要
に
応
じ
て
開

か
れ
る
臨
時
会
に
お
い
て
、条
例
の

制
定
や
改
正
、予
算
の
決
定
、決
算
を

認
定
す
る
ほ
か
、町
政
に
つ
い
て
の

調
査
、住
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
請

願
や
陳
情
を
受
け
た
り
す
る
重
要
な

機
関
で
す
。

　

私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
こ
の
選
挙

は
、私
た
ち
の
生
活
と
極
め
て
密
接

な
関
係
に
あ
り
、正
し
く
代
表
者
を

選
ぶ
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
の
明
る
く

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
行
う
た
め
の

重
要
な
選
挙
で
す
。

　

投
票
日
に
は
、み
ん
な
そ
ろ
っ
て

き
れ
い
な
１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
日
の
投
票
時
間
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
が
、投
票
で
き
ま
す
。

　

名
簿
登
録
さ
れ
る
の
は
、平
成
３

年
１
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
日
本

国
民
で
、平
成
22
年
10
月
24
日
以
前

に
日
高
町
に
転
入
し
、引
き
続
き
３

か
月
以
上
、日
高
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
で
す
。

　

ま
た
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
て
も
、１
月
29
日
ま
で
に
町
外

へ
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。

　

１
月
30
日
の
選
挙
当
日
、仕
事
や

旅
行
、外
出
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、ど

う
し
て
も
投
票
所
へ
行
け
な
い
方

は
、あ
ら
か
じ
め
期
日
前
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
入
場
整
理
券
を
ご
持
参
の
う

え
、期
日
前
投
票
所（
日
高
町
役
場

内
）で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
た
め
投
票
所
に
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、自
宅
な
ど

現
に
い
る
場
所
で
投
票
用
紙
に
記
載

を
し
、郵
送
す
る
方
法
で
行
う
郵
便

投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

=

郵
便
投
票
制
度
を
利
用
で
き
る
方=

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

「
身
体
障
害
者
手
帳
」ま
た
は「
戦
傷

病
者
手
帳
」を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

で
、あ
る
一
定
の
障
が
い
を
有
す
る

方
お
よ
び
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

に「
要
介
護
５
」と
記
載
さ
れ
て
い
る

方
で
、ど
ち
ら
も「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」の
交
付
を
受
け
た
方
で
す
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は
、１
月

26
日
で
す
。こ
の
請
求
を
さ
れ
る
と

き
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」が
必

要
で
す
。あ
ら
か
じ
め
、町
選
挙
管
理

委
員
会
で「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
選
挙
管
理
委

員
会（
☎
６
３
・
２
０
５
１
）ま
で
。

投

票

時

間

選
挙
権
の
あ
る
方
は
？

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い

と
き
は
期
日
前
投
票
を
！

 

☆
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間

 　

・
１
月
26
日（
水
）〜
１
月
29
日（
土
）

 　

・
時
間
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

郵
便
で
不
在
者
投
票
す
る
場
合

〜
郵
便
投
票
制
度
〜

特
設
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

１
月
12
日（
水
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相

談
所
を
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会
会

長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、人
権

擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員
、法
務
局

係
員
の
方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま
で
。
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お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

　

平
成
22
年
12
月
１
日
付
け
で
民

生
児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改
選
が
行

わ
れ
、日
高
町
で
も
24
人
の
方
々
が

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
う
ち
２
人
の
方
が
、同
日
付

け
で
同
大
臣
よ
り
主
任
児
童
委
員
に

指
名
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
３
年
。

　

民
生
児
童
委
員
さ
ん
に
は
、住
民

福
祉
の
身
近
な
相
談
、援
助
者
と
し

て
常
に
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、主
任
児
童
委
員
さ
ん
に
は
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的

に
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

福
祉
問
題
で
困
っ
た
と
き
は
、一

人
で
悩
ま
な
い
で
、ま
ず
地
区
担
当

の
民
生
委
員
さ
ん
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

地
区
担
当
の
民
生
児
童
委
員
、主

任
児
童
委
員
は
、左
表
の
方
々
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
認
定
を

受
け
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
に

は
、介
護
認
定
の
審
査
判
定
資
料
を

確
認
し
、基
準
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、所
得
税
や
町
県
民
税
の
確
定
申

告
で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
の

認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
を
添
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
、

障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障
害
者
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、す
で
に
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
交
付
さ
れ
、税
の
控
除
を
受

け
て
い
る
方
や
、本
人
ま
た
は
扶
養

者
が
非
課
税
で
申
告
す
る
必
要
の
な

い
方
は
、該
当
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

要
介
護
認
定
を

受
け
た
高
齢
者
の
方
の

  

「
障
害
者
控
除
」

地
域
福
祉
の
推
進
役

ー
民
生
児
童
委
員
が

一
斉
改
選
さ
れ
ま
し
た
ー

【
民
生
児
童
委
員
】

　

民
生
児
童
委
員
は
、地
域
社
会
の
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
、児
童
、障
が
い
者
、高

齢
者
等
の
こ
と
で
問
題
を
か
か
え
て
い

る
人
々
に
、相
談
、援
助
、情
報
提
供
を
行

う
地
域
の
奉
仕
者
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、民
生

委
員
法
に
基
づ
く
民
生
委
員
と
、児
童
福

祉
法
に
基
づ
く
児
童
委
員
を
兼
任
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専

門
的
に
行
う
主
任
児
童
委
員
も
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

地区 担当民生児童委員
担当地区 氏　　名 電話番号
原 谷 奥田　幸代 63-2134
池 田 玉井かをる 63-2868
萩 原 粟田　　清 63-2351
東光寺・内の畑 神田　秀昭 63-2343
内 原 駅 前 橋本壽賀子 63-3465
荊 木 中筋　智章 63-2105
高 家 北 区 野田　宏治 63-3451
高 家 南 区 前田　喜作 63-3083
小 中 湯川　泰子 63-2170

柏 鈴木加代子 64-2320
上 志 賀 戸上　曉子 64-2419
久　　 志 小西　幸一 64-3081
中 志 賀 新田　　實 64-3000
下 志 賀 稲葉　豊一 63-3162
谷 口 藤本　使朗 63-2800
小 池 五對　文代 24-1312
小 浦・方杭 中井　廣司 64-2921
比井・津久野 野尻　由紹 64-3122
小 坂 武内　　扶 64-2346
産 湯 西　　茂樹 64-2978
阿 尾 木村由利子 64-2324
田 杭 清原　三鈴 62-2600

主 任 児 童 委 員
担当地区 氏　　名 電話番号
内 原 地 区 鈴木眞由美 63-2789
志賀・比井崎地区 向井　照代 64-3134
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ゴ
ミ
の
野
外
焼
却
は

　

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
に
関
す
る
苦
情（
相
談
）が

増
え
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
を
燃
や
す
と
火
災
発
生
の
原

因
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、煙
や
臭

い
に
よ
り
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、

布
団
・
洗
濯
物
に
汚
れ
や
臭
い
が
つ

く
な
ど
近
所
迷
惑
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、野
外
で
の
焼
却
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、農
業
・
林
業
お
よ
び
漁
業

を
営
む
た
め
や
む
を
得
な
い
も
の
と

し
て
行
わ
れ
る
焼
却
、家
庭
で
の
落

ち
葉
・
雑
草
な
ど
の
軽
微
な
焼
却
で

あ
っ
て
も
、周
囲
か
ら
煙
害
や
悪
臭

に
よ
る
苦
情
が
生
じ
る
場
合
は
、軽

微
な
焼
却
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

例
外
規
定
と
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て

も
、煙
な
ど
に
よ
り
周
辺
住
民
の
生

活
環
境
へ
著
し
く
影
響
を
与
え
る
な

ど
、苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
行

政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

  犬
  ●放し飼いは、やめる
  ●リードをつけて散歩する
  ●散歩時のフンは、必ず持ち帰る
  ●狂犬病予防注射を受ける

  猫
  ●首輪などで飼い主を明示する
  ●できる限り室内で飼う（放し飼いを極力さける）
  ●自宅でのトイレをしつける
  ●野良猫にエサをあげない

あなたのマナーは、大丈夫？！

　

和
歌
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、犬
・
ね
こ
の
飼
育
を
希
望
さ
れ

る
方
へ
譲
渡
会
と
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時
：
１
月
26
日（
水
） 
14
時
〜

●
場
所
：
御
坊
保
健
所別

館
大
会
議
室

※
申
込
不
要
。譲
渡
を
受
け
る
に
は
、

講
習
会
の
受
講
と
資
格
審
査
、狂
犬

病
予
防
注
射
代
２
５
７
０
円
が
必
要

で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

和
歌
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー 

　

☎
０
７
３
・
４
８
９
・
６
５
０
０

犬
・
ね
こ
の
譲
渡
会
、

正
し
い
飼
い
方
講
習
会
開
催

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 

務 

課

お
知
ら
せ

２
月
16
日
か
ら

平
成
22
年
分
所
得
税
申
告
相
談

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
申
告
相

談
受
付
が
、２
月
16
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。申
告
さ
れ
る
方
は
、必
ず
正
し

い
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

① 

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方

② 

給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、次
に
該

当
す
る
場
合

▼
平
成
22
年
中
の
給
与
収
入
が
、

２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

▼
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
、地
代
・

家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
り
、給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
こ
れ
ら
の

「
所
得
の
合
計
額
」が
20
万
円
を
超
え

る
場
合

▼
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
所
得
を
受

け
て
い
る
方
で
、主
た
る
給
与
以
外

の
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
お

よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
金
額

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

　

個
人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を
超

え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
場
合

は
、原
則
と
し
て
贈
与
税
の
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、所
得

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な
方
で
申
告
を

し
な
か
っ
た
り
、誤
っ
た
申
告
を
さ

れ
ま
す
と
、後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、更
に

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
当
日
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①
所
得
関
係
書
類

　

平
成
22
年
中（
１
月
か
ら
12
月
ま

で
）の
給
与
支
払
報
告
書
・
公
的
年



　

広報ひだか 2011.1月号11

金
支
払
報
告
書
・
売
上
帳
簿
・
そ
の

他
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

②
控
除
関
係
書
類

　

平
成
22
年
中（
１
月
か
ら
12
月
ま

で
）に
支
払
わ
れ
た
生
命
保
険
・
地

震
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
・
後
期
高
齢
者
保
険
・
国
民
年
金

等
の
支
払
証
明
書

　

※
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
国
民

年
金
の
控
除
証
明
書
は
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。お
持
ち
で
な
い
場
合
は

所
得
控
除
が
で
き
ま
せ
ん
。

③
認
め
の
印
鑑

　

確
定
申
告
は
、ご
自
分
の
所
得
金

額
や
納
税
額
を
申
告
す
る
重
要
な
書

類
で
す
。「
前
年
分
の
申
告
書
控
」等

を
参
考
に
確
定
申
告
を
ご
自
分
で
正

し
く
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

町
税
は
口
座
振
替
で
！

　

税
金
は
、私
た
ち
が
豊
か
で
安
全

な
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
警
察
や
消

防
、保
健
衛
生
や
教
育
な
ど
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
や
、道
路
や
橋
、港
湾
や
上

下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
・

充
実
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。私
た

ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
、み
ん
な
で
出
し
合
っ

て
負
担
し
て
い
る
の
が
税
金
で
す
。

　

税
務
課
で
は
便
利
で
安
心
、確
実

な
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
る
方
は
、グ
リ
ー
ン
日
高
農
業

協
同
組
合
、和
歌
山
県
信
漁
連
、紀
陽

銀
行
、き
の
く
に
信
用
金
庫
、近
畿
労

働
金
庫
の
金
融
機
関
、ま
た
は
税
務

課
ま
で
、口
座
振
替
さ
れ
る
通
帳
と

届
出
さ
れ
て
い
る
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
き
ま
し
て

は
、直
接
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓
口
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

月日 曜日 受付時間 申告場所 地区名

2.16 水 午前9時～
　　午後3時 内原保育所 原　谷

2.17 木 午前9時～
　　午後3時

日高町役場
職員厚生室

池　田
萩　原

2.18 金 午前9時～
　　午後3時 〃 萩　原

2.21 月 午前9時～
　　午後3時 〃 荊　木

2.22 火 午前10時～
　　午後3時 漁村センター 町全域

2.23 水 午前9時～
　　午後3時

日高町役場
職員厚生室

高　家

2.24 木 午前10時～
　　午後3時 日高町中央公民館 町全域

2.25 金 午前9時～
　　午後3時

日高町役場
職員厚生室

高　家
小　中

2.28 月 午前9時～
　　午後3時

中　　志　　賀
構造改善センター

柏
中志賀

3.1 火 午前9時～
　　午後3時 〃

小　杭
上志賀
久　志

3.2 水 午前9時～
　　午後3時 日高町文化会館

谷　口
下志賀
小　池

3.3 木

午前9時～
　　午前11時 漁村センター 阿　尾

午後1時～
　　午後3時 田杭集会所 田　杭

3.4 金 午前9時～
　　午後3時 比井老人憩いの家

比　井
津久野
小　坂

3.7 月

午前9時～
　　午前11時 産湯集会所 産　湯

午後1時～
　　午後3時 小浦公民館 方　杭

小　浦

町県民税・所得税申告相談 日程表
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■
事
業
者
の
み
な
さ
ま

　

従
業
員
の
所
得
税
は
給
与
か
ら
源

泉
徴
収
し
て
い
る
け
れ
ど
個
人
住
民

税
は
徴
収
し
て
い
な
い
、と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

■
従
業
員
の
み
な
さ
ま

　

給
与
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税

は
、特
別
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

※
従
業
員（
給
与
所
得
者
）の
個
人
住

民
税
は
、事
業
者（
給
与
支
払
者
）が
、

給
与
の
支
払
い
を
す
る
と
き
に
毎
月

徴
収
し
、市
町
村
に
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

と
い
い
ま
す
。（
地
方
税
法
３
２
１
条

の
３
）

　

詳
し
く
は
、税
務
課
ま
で
。

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

　
　

事
業
者(

給
与
支
払
者)

が
徴
収
し

　
　
　
　

市
町
村
に
納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

事
業
所
の
み
な
さ
ま
へ

事
業
所
の
み
な
さ
ま
へ

市町村 事業者 従業員❶
❷

❹

❺

給与支払報告書の提出
（1月31日まで）

税額の計算

❸特別徴収税額の通知
（5月31日まで）

給与の支払いの際
税額を徴収
  6月から翌年の5月まで
  毎月の給料支払日

税額の納入
（翌月10日まで）

❸特別徴収税額の通知
（5月31日まで）

（特別徴収のイメージ図）

お問い合わせは、下記まで。
産業振興班（☎63・3806）
建　設　班（☎63・3804）
地籍調査班（☎63・3813）

産 

業 

建 

設 

課

お
知
ら
せ

　

第
62
回
全
国
植
樹
祭
が
、平
成
23

年
５
月
22
日
に
田
辺
市
の
新
庄
総
合

公
園
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
、日
高
町
で
も
西

山
千
本
桜（
通
称
）を
会
場
と
し
て
、

地
域
植
樹
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、山

桜
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
日

　

平
成
23
年
３
月
20
日（
日
）

　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
、翌
21
日
）

●
募
集
人
数　

約
40
名

●
実
施
場
所　

西
山
千
本
桜（
通
称
）

●
対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
す
る

方■
申
し
込
み
方
法　

２
月
28
日（
月
）

午
後
５
時
ま
で
に
、産
業
建
設
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、農
作
物
を
鳥
獣
害
か
ら

守
る
目
的
で
、電
気
柵
・
ト
タ
ン
柵

等
の
設
置
に
係
る
資
材
費
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

「
県
補
助
事
業
」

　

町
内
の
２
戸
以
上
の
農
家
が
隣
接

し
た
田
畑
に
電
気
柵
・
ト
タ
ン
柵
等

を
設
置
し
た
場
合
が
、補
助
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

補
助
額
は
、事
業
費
の
３
分
の
２

日
高
町
地
域
植
樹

イ
ベ
ン
ト
の

　
 

参
加
者
募
集
！

農
作
物
鳥
獣
害
防
止

対
策
事
業
の
ご
案
内
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以
内（
１
ｍ
当
た
り
９
０
０
円
上
限

金
額
）で
す
。

「
町
単
独
事
業
」

　

町
内
の
１
戸
以
上
の
農
家
が
田
畑

に
電
気
柵
、ト
タ
ン
柵
等
を
設
置
し

た
場
合
が
、補
助
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

補
助
額
は
、事
業
費
の
２
分
の
１

以
内（
上
限
３
０
０
０
０
円
）で
す
。

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
、こ
れ
ら

の
事
業
を
希
望
さ
れ
る
農
家
の
方

は
、１
月
７
日（
金
）ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
か
ら

上
下
水
道
課
か
ら

上
下
水
道
課
か
ら

施設増床にともない

■募集対象（※初心者・経験者を問いません！）
　・介護職員　25名（初心者大歓迎）

　・看護職員　  6名（准・正不問）

　【お申し込み・お問い合わせ先】
　  社会福祉法人　博愛会
　  ひだか博愛園みちしお・ゆら博愛園
　　人事担当 　☎ 29・3181（代表）
ホームページhttp://www.hakuaikai.net

新規職員を募集しています！

晴れわたる空
のような、笑顔のために。

　和歌山県最低賃金　時間額684円
　　・効力発生日：平成22年10月29日
　　・適 用 範 囲：和歌山県内で働くすべての労働者とその使用者

　最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低限度を定め、使用者はその最低
賃金額以上の賃金を労働者に支払わなければならないとする制度です。
　なお、最低賃金法違反については、罰則が設けられています。

　注1）最低賃金は常用労働者のみでなく、臨時・パートタイマーなどにも適用されます。
　注2） 最低賃金額には、精皆勤手当・通勤手当・家族手当・時間

外手当・ボーナスなどは含まれません。
　注3） 派遣労働者については、派遣先の地域（産業）の最低賃金が

適用されます。
　注4） 原則として、「鉄鋼業」「百貨店・総合スーパー」の労働者と

その使用者は、それぞれの産業別最低賃金が適用されます。

必ずチェック　最低賃金！　使用者も　労働者も

和歌山県
・鉄鋼業
　　最低賃金（時間額）　　793円
・百貨店・総合スーパー
　　最低賃金（時間額）　　741円
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日高町方杭100番地　☎64・2
ふ

6
ろ

2
ふ

6
ろ

温
泉
館
「
海
の
里
」

　
　
　

み
ち
し
お
の
湯

　

露
天
風
呂
や
う
た
せ
湯
、そ
れ
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
、広
い
駐
車
場
な
ど
を
完
備
。

　

ご
家
族
、親
し
い
お
仲
間
た
ち
と

終
日
の
ん
び
り
と
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

開館状況（年末年始）のご案内
平素は、町内外より多くのみなさまにご利用いただき、誠にありがとうございます。
年末年始の開館状況は、次のとおりですので、本年もご利用の程、よろしくお願い申
し上げます。

休　館
1月2日（日）より、平常どおり開館。
なお、1月4日（火）も開館します。

12月28日（火）～1月1日（土）の間は、休みます。

開　館
開館時間：午前11時～午後9時（受付終了・午後8時）

■出願期間■
●4月生普通科 2011年2月1日～4月20日（必着）
●コミュニティ・ボランティア専攻 2011年2月1日～3月22日（必着）
　　【お問い合わせ・資料請求先】
　　　　　　NHK学園　042・572・3151（代表）

　NHK学園では、通信制の高等学校「4月生普通科」および専攻科社会福祉コース
「コミュニティ・ボランティア専攻」の生徒を募集しています。
　まずは、無料の案内書をご請求ください。

NHK学園　平成23年度　生徒募集中！

世代を超えて学ぶ喜び
と感動を提供する

の通信教育
NHK学園

医師が『あなたの健康づくり』をサポートします!
　一般健康相談窓口を下記日程にて開設します。

開　設　日　時 場　所

1月11日（火）

13:30～ 日高医師会館2月  8日（火）

3月  8日（火）
【お問い合わせ先】 日高・有田地域産業保健センター
　　　　　 　　 御坊市薗290 日高医師会館内
　　　　　　　　　　　　　　   ☎ 22・5344

☆相談は、いずれも「従業員50人
未満の企業に勤める方」に限
ります。

相 談 無 料



　

広報ひだか 2011.1月号15

シリーズ【法テラス】
「法的トラブル」に関して、誰もがいつでも
全国どこからでも相談できる窓口です。

vol.3
　法テラスは、全国どこからでも法的トラブルを解決するための
情報やサービスを受けられる社会を目指しています。
　正式名称は、日本司法支援センター。
　「法で社会を明るくし照らしたい。」「みなさまがくつろげる陽当た
りのよいテラスのような場所にしたい。」という思いを込めて法テ
ラスと名づけました。

●法テラスは、各種機関・団体とネットワークの構築・強化に
　努めながら、以下のサービスをご提供しています

情報提供
法テラスへのアクセス方法

●法テラスへのアクセス

お近くの「法テラス」へ

コール
センターへ

0570-078374

業務時間
平日9：00～17：00
各事務所の所在地は、左下部をご覧ください

平日9：00～21：00 土曜9：00～17：00

まずはアクセス！個々の状況に応じたサービスを提供します。

データベース化された法的トラ
ブルに関するFAQ（よくある質
問と答え）や、相談先等に関する
情報をもとに、解決に役立つ法制
度や相談窓口をご紹介します。

民事法律扶助
法テラスへお問い合わせい
ただいた方が、経済的に余裕
がない場合に、無料法律相談
や、弁護士・司法書士の費用
の立て替えを行います。

犯罪被害者支援
犯罪の被害者等に対し、法制
度や支援窓口等の情報を提供
するほか、必要に応じて、被害
者支援の経験や理解のある弁
護士の紹介を行います。

スタッフ弁護士による法律サービスの提供
弁護士・司法書士がいない
地域等で、法律サービスを
提供するほか、地域に根ざ
した幅広い活動を行ってい
ます。

法テラスは、全国にある法テラス事務
所の窓口やコールセンターのほか、
ホームページでもお問い合わせを受け
付けています。

いずれにお問い合わせいただいても、
個々の状況に応じた法テラスのサービ
スへおつなぎいたします。

全国の県庁所在地（北海道につい
ては、札幌市に加え、函館市、旭川
市、釧路市）に設置されている
50ヶ所の法テラス地方事務所の
窓口には、お問い合わせに対応す
る専門の職員を配置しています。

コールセンターでは、専門のオペ
レーターがお問い合わせに対応し
ています。
さらに、犯罪の被害にあわれた方
やそのご家族からのお問い合わせ
には、専用の犯罪被害者支援ダイ
ヤル（0570-079714）を設け、
二次被害を与えないよう配慮しな
がら丁寧に対応しています。
ホームページでは、電子メールによる
お問い合わせも受け付けています。
http://www.houterasu.or.jp
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・通話料
 固定電話であれば、全国一律
 3分8.5円（税別）
・PHS・IP電話からは
 03-6745-5600

あなたのお近くの
日本司法支援センター「法テラス」は…

〒640-8152
和歌山市十番丁15　市川ビル2F
☎ 050・3383・5457

法テラス和歌山

お な や み な し

妻が勝手に離婚届を出してしまった。離婚したくない
んだけど、どうしたらいい？

離婚の際、慰謝料をきちんと決めなかった。離婚後
でも請求できると聞いたのですが、どこか相談でき
る窓口はありますか。勤めているので平日昼間は相
談に行けないのですが…。

別居期間中の生活費は夫に請求できるの？手続きに
ついて不安なので弁護士に依頼したいのですが、働
いていないので弁護士費用を支払えるか不安です。

財産分与の一部として請求できます。また、法テラス
の民事法律扶助では、弁護士費用等の立替えを行っ
ています。

離婚後でも、離婚成立から3年以内であれば、慰謝
料を請求することができます。土日もしくは平日夜
間に相談を受け付けている相談窓口をご紹介しま
す。

家庭裁判所で、離婚無効の調停を申し立てるという
方法があります。

デリケートな問題のために、一人で悩みを抱えてしまっている方も多くいらっしゃいますが、「気がついたら、
裁判所からの呼び出し期日が過ぎていた…」「相手が行方不明で離婚できないと思っていた‥」というように、
専門家の判断や、支援が必要な場合もあります。
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保健だより
お酒は、なにより
適量です！

お酒は、なにより
適量です！

お酒は、なにより
適量です！

　体に入ったお酒のアルコールは肝臓で分解されますが、1時間に
10㏄程度しか処理できず、ビール大びん1本分のアルコールを分解す
るには約3時間必要です。肝臓を休ませず、お酒を飲みすぎることは体
に大きな負担をかけることにつながります。

　お酒を多量に飲み続けると、肝臓に脂肪がたまる脂肪肝になり、さ
らにはアルコール性肝疾患→肝硬変へと進むこともあります。肝硬
変になってしまうとお酒はやめざるを得ません。命にかかわる病気で
す。
　この他にもアルコールの害として、高血圧、胃炎、胃かいよう、咽頭
がん、食道がん、心臓病、脳卒中、アルコール依存症などがあります。

知っていますか?多量飲酒の害

　お酒を飲む機会が、増える季節になりました。
　お酒は“百薬の長”ともいわれるように、適量であれば、食欲を増進し睡眠を促すなどの作用があり、
疲労回復やストレス解消など健康の上でいくつかの利点があることが明らかにされつつあります。
　しかし、これはあくまでも「適量」を飲んだ上での話です。多量の飲酒をするなど飲み方を誤れば、
これらの利点を打ち消すことになります。「肝臓病」などの体の病気と「アルコール依存症」などの心
の病気を引き起こす“百害の長”ともなり得るのです。

お問い合わせ/住民福祉課（☎63・3800）

　肝臓に負担をかけないお酒の量は、人それ
ぞれですが、目安は次のとおりです。

　・ビール 中ビン1本(500ml)
　・日本酒 1合(180ml)
　・ウィスキー /
　　　ブランデー ダブル1杯（60ml）
　・焼酎 1/2合（90ml）
　・ワイン グラス2杯（240ml）

お酒の適量はどのくらい?
①適量を守りましょう
②週に1～2日は、休肝日をつくりましょう
③ 空腹状態で飲酒せず、おつまみや食事をしながら
飲みましょう
　 （食べながら飲むと、アルコールの吸収が緩やか
になります）
④周囲へのお酒の強要はやめましょう
　 （イッキ飲みは、急性アルコール中毒を起こす恐
れがあります）
⑤薬と一緒に飲むのは、やめましょう

体にやさしいお酒の飲み方は?

①未成年者
　 心身の発達を阻害する恐れがあるので、満20歳未満の飲酒は禁止されてい
ます。（未成年者飲酒禁止法）

②妊婦や授乳中のお母さん
　 妊娠中は、少量のアルコールでもお腹の赤ちゃんの成長を妨げ、低体重児や
早産の危険があります。
　 また、授乳中のお母さんが飲んだアルコールは母乳に出るので、赤ちゃんに
お酒を飲ませることになります。

こんな人は飲まないで！飲ませないで！



　

地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

日
高
町
青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
で

は
、青
少
年
と
気
軽
に
ふ
れ
あ
う
機

会
と
し
て
、11
月
12
日
、日
高
中
学

校
視
聴
覚
教
室
に
お
い
て「
大
人
と

青
少
年
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
日
高

２
０
１
０
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
で
は
、青
少

年
側
と
し
て
日
高
中

学
校
３
年
生
68
人
、大

人
側
と
し
て
日
高
町
の
補
導
委
員
・

小
谷
勝
男
さ
ん
、交
通
指
導
員
・
阪

口
善
幸
さ
ん
、更
生
保
護
女
性
会
員
・

天
野
佳
代
子
さ
ん
、御
坊
保
健
所
・

玉
置
敦
子
さ
ん
が
参
加
し
、「
日
高

町
」や「
日
頃
の
学
校
生
活
」な
ど
を

テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、最
後
に
は
御
坊
保
健
所
の

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら
玉
置
さ
ん
か
ら
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
や

薬
物
乱
用
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

　

ま
た
一
般
の
方
は
、住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、教
育
委
員

会
教
育
課
生
涯
学
習
班（
☎
６
３
・

３
８
１
１
、Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３
・
３
８
４

３
）ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
締
め
切
り　
　

１
月
28
日（
金
）

○
入
選
発
表
・
表
彰　
　

２
月
下
旬

　

要
保
護（
生
活
保
護
家
庭
）準
要

保
護（
生
活
保
護
に
準
ず
る
家
庭
）

で
、就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
み
な

さ
ん
に
対
し
、学
用
品
費
等
の
就
学

援
助
資
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、教
育
課
学
校
教
育
班

（
☎
６
３
・
２
０
３
８
）ま
で
。

日
高
町
青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会

大
人
と
青
少
年
の

ふ
れ
あ
い
事
業
を
開
催

青
少
年
健
全
育
成
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
!!

　

日
高
町
青
少
年
総
合
対
策
本
部
、青

少
年
補
導
連
絡
協
議
会
、教
育
委
員
会

で
は
、青
少
年
健
全
育
成
の
一
環
と
し

て
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

町
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
、

町
内
に
在
住
、あ
る
い
は
在
勤
さ
れ

て
い
る
方

○
課
題

　

明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
、あ
い
さ
つ
運
動
や
子
ど
も
を
守

る
運
動
に
関
し
た
も
の
、助
け
合
い
・

仲
間
作
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
関
し
た
も
の
、交
通
事
故
防
止

や
未
成
年
の
飲
酒
・
喫
煙
防
止
な
ど

に
関
し
た
も
の

○
応
募
方
法

　

小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
、学
校

名
・
学
年
・
氏
名
を
記
入
の
上
、学

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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就
学
援
助
資
金
の

お
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

町
の
文
化
向
上
と
発
展
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
平
成

22
年
度
日
高
町
文
化
賞
の
表
彰
式
を
11
月

３
日
、町
中
央
公
民
館
で
開
き
、書
道
家
で

日
展
会
友
の
弓
場
和
彦
さ
ん=

小
中=

を

表
彰
し
ま
し
た
。

◆
文
化
賞　

弓
場
和
彦
さ
ん（
64
）

　

県
内
を
代
表
す
る
書
道
家
の
一
人
。「
渓

友
会
」を
主
宰
し
、書
写
・
芸
術
書
道
全
般

に
わ
た
っ
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、多

数
の
入
賞
・
入
選
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
も
日
展
に
８
年
連
続
で
通
算
14
回

の
入
選
を
果
た
す
な
ど
、意
欲
的
に
創
作

活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、幸
田
露
伴
の
一
文
を
題
材
に
し
た

作
品
を
町
に
寄
贈（
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
に

展
示
）さ
れ
た
ほ
か
、ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長

の
功
績
を
詠
ん
だ
歌
碑
を
日
の
岬
ク
ヌ
ッ

セ
ン
の
丘
に
寄
贈
・
建
立
、日
高
町
九
絵
の

町
づ
く
り
推
進
実
行
委
員
会
が
Ｐ
Ｒ
用
に

制
作
を
依
頼
し
た
ク
エ
Ｔ
シ
ャ
ツ
に「
紀
州

ひ
だ
か
九
絵
」と
揮
ご
う
す
る
な
ど
、町
の

Ｐ
Ｒ
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
弓
場
和
彦
さ
ん
談
】

　

身
に
余
る
光
栄
で
す
。書
道
を
通
し
て

少
し
な
り
と
も
こ
の
町
の
お
役
に
立
て
れ

ば
と
努
力
し
た
く
思
い
ま
す
。

平
成
22
年
度

日
高
町
文
化
賞
決
定
！

書
道
家
の
弓
場
氏
を
表
彰

町長と文化賞受賞の弓場さん
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秋
祭
り
久
方
ぶ
り
に
子
等
揃
ひ
つ
も
る
話
し
に
時と

間き

を
忘
れ
り

岩
本　

幸
子

蒲
の
穂
の
輝
く
毛
先
撫
で
て
ゆ
く
風
好
ま
し
く
家
路
に
急
ぐ

松
原　

昌
子

春
植
え
し
蜜
柑
の
枝
の
伸
び
は
や
く
実
の
ふ
く
ら
む
を
目
の
あ
た
り
見
る西

岡
美
智
子

　

か
な
る
袖
す
り
合
う
も
多
生
の
縁
君
の
一
言
無
上
に
嬉
し

野
尻　
　

功

大
小
の
折
紙
あ
ま
た
ち
り
ば
め
て
厨
に
遊
ぶ
真
菜
は
四
才

奥
田　

房
子

二
万
キ
ロ
離
れ
た
チ
リ
の
救
出
の
今
現
在
を
見
え
る
世
に
な
り

小
山　

和
代

山
裾
の
家
屋
掃
わ
れ
早
や
三
月
人
々
の
眼
よ
り
徐
々
に
消
え
ゆ
く

深
海
三
千
代

高
枝
の
信
州
り
ん
ご
夫
と
取
る
終
に
な
る
や
も
二
人
の
遠
出

仲
田
美
智
子

久
方
に
友
と
語
ら
い
懐
か
し
く
時
忘
れ
て
ぞ
話
は
尽
き
ぬ

庵
戸
真
知
子

手
を
ひ
か
れ
大
阪
駅
の
雑
踏
を
歩
け
た
事
が
一ひ
と
と
き時

の
よ
ろ
こ
び

川
岡　

峯
子

嫁
ぎ
行
く
子
の
足
音
を
聞
き
な
が
ら
一
緒
に
居
れ
る
時
を
か
み
し
む

玉
井
か
を
る

渋
柿
の
皮
を
剥
き
つ
つ
指
先
の
節
の
高
さ
に
生
き
方
見
つ
む

曽
根　

邦
子

歴
史
訪
い
孫
が
土
踏
む
中
国
の
抗
日
の
風
荒
ぶ
る
な
か
れ

谷
口　

弘
子

普
天
間
は
か
え
し
て
も
ら
う
無
条
件
で
行
き
先
ぐ
ら
い
は
自
分
で
さ
が
せ中

西　
　

優

晩
秋
の
翳
れ
る
海
に
漂
へ
る
ヨ
ッ
ト
は
片
羽
根
蝶
の
如
し
も

和
田　

路
子

空
晴
れ
て
秋
深
め
ゆ
く
そ
よ
風
に
萩
は
乱
れ
て
花
こ
ぼ
し
お
り

北
垣　

鈴
子

雨
後
の
林
を
ゆ
け
ば
ポ
ト
ポ
ト
と
落
葉
さ
さ
や
く
音
聴
ゆ
な
り

馬
谷
美
代
子

山
百
合
短
歌
会
詠
草

内原小学校見まもり隊募集!
　内原小学校では、子どもたちが地域社会の中で、安全にかつ安心して健やかに育まれるよう、保
護者はもとより地域の様々な立場のみなさまと協力し合い、共に育てる環境づくりに取り組みた
いと考えています。
　ぜひ“見まもり隊”へのご参加・ご協力をお願いします。

　見まもり活動は、地域の有志のみなさまによって、登下校時における児童の
安全確保に努めることを目的としています。
　見まもり隊には、3つの種類があります（どれか一つでも構いません）。

①通学路見まもり隊
　児童の登下校の様子を見守っていただきます（自宅前、田畑の近くなど）。
②連れもて帰り隊
　 1年生が入学して、給食が始まるまでの約20日間、午前11時頃帰宅する1年生児
童と一緒に帰っていただきます（4月初旬に打ち合わせします）。

③セーフティーガード
　 県下一斉に行っている「通学路セーフティーネットの日（年6回）」に、児童の登下校
の様子を見守っていただきます。

※ボランティア活動ですので、決して無理はしないでください。
※ 隊員のみなさまには、腕章をお渡しします（セーフティーガードには、オレンジ色の帽子、
ベストをお渡しします）。
　原則、校区内にお住まいの方で、この活動にご協力いただける方
　随時受付
　内原小学校（☎63・2015）までお問い合わせの上、お申し込みください。

内原小学校育友会長　白樫博史　　内原小学校長　田端正幸

隊員の条件

活 動 内 容

募 集 期 間※お申し込みいた
だいた個人情報は、
“見まもり隊”への
連絡のみに使わせ
ていただきます。

申 込 方 法
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駐
在
所
だ
よ
り
御坊警察署
高家駐在所
　　堀内 崇矢

比井駐在所
　　滝川 　昇
　23-0110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.
wakayama.jpです。
ご利用ください。

きしゅう君

　

急
が
な
い
相
談
事
な
ど
は
、御
坊
警
察
署
ま
た

は
近
く
の
交
番・駐
在
所
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
110
番
は
、す
べ
て
和
歌
山
県

警
察
本
部
の「
通
信
指
令
室
」で
受
理
し
て
い
ま

す
。

　

110
番
を
受
理
し
な
が
ら
、パ
ト
カ
ー
等
に
指
令

し
て
い
ま
す
の
で
、慌
て
ず
落
ち
着
い
て
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
携
帯
電
話
で
110
番
す
る
時
は
、ま
ず「
車
を
止

め
て
か
ら
」通
報
を

◎
110
番
は
、み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る
電
話
で
す
。

　

い
た
ず
ら
電
話
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

旧
年
中
は
、警
察
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
、事
件
・
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年　

元
旦  　
　
　
　

飲
酒
運
転
に
よ
る

　

交
通
事
故
防
止
！

110
番
は
、

　

事
件
・
事
故
発
生
時
の

　
　

  
緊
急
電
話
で
す
！

比
井
小
学
校
で
不
審
者
訓
練

志賀保育所で
　　　防犯教室

　

昨
年
10
月
27
日
、志
賀
保
育
所
に
お

い
て
補
導
員
等
に
よ
る
人
形
劇
や
、防

犯
ブ
ザ
ー
の
使
い
方
、知
ら
な
い
人
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
た
時
に
は
、「
き
し
ゅ

う
君
の
家
」に
駆
け
込
む
こ
と
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
12
日
、比
井
小
学
校
に
お
い
て
不
審
者
に
声

を
か
け
ら
れ
た
生
徒
が
、す
ぐ
に「
き
し
ゅ
う
君
の
家
」に

駆
け
込
み
、不
審
者
の
特
徴
や
逃
走
方
向
を「
き
し
ゅ
う

君
の
家
」の
人
に
説
明
す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

お
正
月
は
、新
年
会
や
年
始
の
あ
い
さ
つ
回
り

な
ど
飲
酒
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
に
対
す
る
罰
則
や
取
り
締
ま
り
が

強
化
さ
れ
て
い
る
の
に
、依
然
と
し
て
飲
酒
運
転

が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

死
亡
事
故
の
原
因
と
し
て
、飲
酒
運
転
が
占
め

る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、

  「
飲
ん
だ
ら
、乗
る
な
。

    　
　
　

乗
る
な
ら
、飲
む
な
。」

を
実
行
し
、飲
酒
運
転
の
交
通
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

1月10日は110番の日
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●
1
月
4
日（
火
）　

10
時
〜

﹇
対
象
﹈H
2
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

H
3
年
4
月
1
日
生

●
1
月
6
日（
木
）　

13
時
30
分
〜

●
1
月
25
日（
火
）

◎
時
間
／
14
時
〜
15
時
30
分

﹇
内
容
﹈ス
ト
レ
ッ
チ
、初
級
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、ウ
ォ
ー

　
　
　

キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
1
月
23
日（
日
）

◎
時
間
／
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
11
日（
火
）

﹇
対
象
﹈妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
と
保
護
者

◎
受
付
／
9
時
30
分
〜
11
時

●
27
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
20
年
7
月
、8
月
、9
月
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

●
12
日（
水
）　

13
時
〜
16
時

﹇
費
用
﹈無
料

●
19
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
22
年
8
月
1
日
〜
9
月
15
日
生

　
　
　

H
22
年
2
月
1
日
〜
3
月
15
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

特
設
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

特
設
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

日

高

町

中

央

公

民

館

成

人

式

成

人

式

比

井

老

人

憩

い

の

家

新
春
子
ど
も
カ
ル
タ
会

新
春
子
ど
も
カ
ル
タ
会

日
高
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

運

動

教

室

運

動

教

室

グ
リ
ー
ン
日
高
農
協　

本
所
前

ガ

ン

検

診

ガ

ン

検

診

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

2
歳
児
う
歯
予
防
教
室

2
歳
児
う
歯
予
防
教
室

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

御坊ひまわり基金
法律事務所

御坊ひまわり基金
法律事務所

日弁連の公設の法律事務所です！
借金問題（債権整理の法律相談は無料）

交通事故、離婚、相続、不動産、仕事上のトラブル、
その他どんなお悩みも、法律での解決をお手伝いします。

御坊市名屋町3－2－7  フレンドリー紀州3階
 （きのくに信金御坊南支店の西隣）

相談予約電話 ☎0738-32-7357
弁護士　河内　茂治（和歌山弁護士会）

かわ  うち しげ  はる

国民年金基金は 　　　　　　　 です。

しかも 　　。

掛金全額を所得から控除。
　　年最高81万6千円の社会保険料控除

受け取るときも公的年金等控除。
　　他の公的年金等とあわせて120万円まで
　　非課税（65歳以上の場合）
万一のときの遺族一時金も非課税。
　　相続税も贈与税も掛かりません

和歌山市吹上 2－1　和歌山県国民年金基金

公的な個人年金公的な個人年金公的な個人年金

お得お得お得

☎012 0 ‒ 6 5 ‒ 4 1 9 2

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

HDK3-061
長方形
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26 27 28 29 30 31 1/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27

30 31 2/1 2 3 4

28 29

5

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー

和　歌　山　支　店

日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　

2011年1月
January

※印の詳細は、20ページのインフォメーションをご覧ください。

・子育て広場※
  （ふれあいセンター）

・運動教室※
  （農改センター）

・ガン検診※
  （JAグリーン日高本所前）

・日高町成人式※
  （中央公民館）

・新春子どもカルタ会※
  （比井老人憩いの家）

・大型ごみ
  （池田・東光寺・内の畑・
原谷）

・日高町消防団訓練
  出初め式
  （若もの広場ほか）
・複雑ごみ

・町県民税
 第4期分納期限
・国民健康保険税
 第8期分納期限

・国民健康保険税
 第7期分納期限
・固定資産税
 第4期分納期限

TEL

・特設人権相談・行政
  相談・心配ごと相談
  合同相談所開設※
 （ふれあいセンター）
・資源ごみ成人の日

元旦

・4か月児、10か月児健診※
 （対象：H22年8月1日～9月
15日生、H22年2月1日～3
月15日生）
・プラスチックごみ

・2歳児う歯予防教室※
 （対象：H20年7月、8
月、9月生）

・日高地方駅伝競走大会
 （日高川町）
・大型ごみ
  （萩原・荊木・駅前）

・資源ごみ

・複雑ごみ

HDK3-061
長方形
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広
  報

  ひ
だ
か
 2011.1　

vol.159
〒
6
4
9
-1
2
1
3
 和
歌
山
県
日
高
郡
日
高
町
高
家
6
2
6

日
高
町
役
場
 総
務
政
策
課
　
T
EL0

7
3
8
-6
3
-2
0
51（
代
）

TOWN information

町の人口と世帯

平成22年11月30日現在
人　口 7,774人
　男 3,695人
　女 4,079人
世帯数 2,823戸

日
高
町
民
憲
章

　

人
が
町
を
つ
く
り

　
　
　
　

町
が
ひ
と
を
つ
く
る

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　

快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　

心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し　

汗
を
流
し

　

活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち　

ふ
れ
あ
い
を

　

大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

ラ
イ
バ
ル
対
決
！
秋
の
日
高
路
を
力
走

ラ
イ
バ
ル
対
決
！
秋
の
日
高
路
を
力
走

ラ
イ
バ
ル
対
決
！
秋
の
日
高
路
を
力
走

ー
全
国
高
校
駅
伝
・
県
予
選
会
ー中井選手

  （和歌山北OPB）

池﨑選手
  （日高OP）

　

第
61
回
男
子・第
26
回
女
子
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
の
県
予
選

会
が
、11
月
７
日（
日
）に
日
高
川
町
田
尻
の
旧
川
中
第
一
小
学
校
周
辺

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、日
高
中
学
校
出
身
選
手
の
ラ
イ
バ
ル
対
決
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

対
決
が
見
ら
れ
た
の
は
、男
子
３

区
８
・１
０
７
５
㌔
の
区
間
で
、和
歌

山
北
オ
ー
プ
ン
Ｂ
の
中
井
脩
人
く
ん

（
２
年
）と
日
高
オ
ー
プ
ン
の
池
﨑
和

海
く
ん（
２
年
）。二
人
は
、幼
い
頃
か

ら
の
友
人
で
、池
﨑
く
ん
は
日
高
地

方
駅
伝
大
会
に
、中
井
く
ん
は
県
市

町
村
対
抗
ジ
ュニ
ア
駅
伝
大
会
に
日

高
町
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し

た
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。進
学
先

は
分
か
れ
ま
し
た
が
、と
も
に
陸
上

部
に
入
部
し
、競
技
会
な
ど
で
顔
を

合
わ
せ
ば
互
い
に
声
を
掛
け
合
う
。

池
﨑
く
ん
は「（
中
井
く
ん
に
は
）負

け
た
く
な
い
、と
い
う
気
持
ち
は
あ

り
ま
す
」と
い
え
ば
、中
井
く
ん
も

「
彼
の
方
が
先
に
い
い
記
録
を
出
し

て
い
た
の
で
、負
け
た
く
な
い
と
思
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
」と
、互
い
に
よ

き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
い
い
刺
激
に
な
っ

て
い
る
様
子
。

　

オ
ー
プ
ン
参
加
な
の
で
、公
式
記

録
と
は
な
ら
ず
順
位
も
付
き
ま
せ

ん
が
、タ
イ
ム
を
見
る
と
実
質
、中

井
く
ん
が
区
間
４
位
、池
﨑
く
ん
が

８
秒
差
で
５
位
と
な
る
力
走
ぶ
り
で

し
た
。

　

男
子
全
７
区
間
42
・１
９
５
㌔
に

は
、14
校
と
オ
ー
プ
ン
４
チ
ー
ム
の
18

チ
ー
ム
が
出
場
し
、和
歌
山
北
が
３

連
覇
を
達
成
。日
高
が
２
位
に
入
っ

て
お
り
、ラ
イ
バ
ル
校
同
士
の
対
決

は
し
ば
ら
く
続
き
そ
う
で
、二
人
が

３
年
生
に
な
る
来
年
が
、今
か
ら
楽

し
み
で
す
。期
待
し
て
い
ま
す
。


